
                                                                                   

 

＜注目される市場分野＞ 

●食事代替食品市場 

２００７年見込 １,４４８億円 (前年比112.6％） ２００８年予測 １,４６９億円 08/06年比１４.３％拡大 

通常の食事に置き換えてカロリー摂取を控える「カロリー調整食品」、｢食事型カロリー調整食品｣と、ダイエット時

の食事代替ニーズに対応すると見られる「栄養バランス食品」などが対象。 

この市場は、９０年代半ばに栄養バランス食品が食事代替を前面に出し手軽なダイエット法として定着した。２００

０年頃からは、サニーヘルス「マイクロダイエット」に代表されるカロリー調整食品が徐々に市場を拡大した。サニー

ヘルスの一人勝ちが続いたが、０５年により安価な商品が相次いで投入され市場は活況を呈した。カロリー調整食品は

粉末のシェイクタイプ（ドリンクタイプ）が主体であったが、継続利用を促すためにフレーバーが多様化すると共に、

スープや雑炊、麺類といった明らか食品の商品化が活発になり、０６年頃からはこれら明らか食品分野への需要シフト

が顕著となった。 

また、栄養バランス食品もクッキー類やゼリー飲料で構成され、フレーバーや形状、利用シーン提案を多様化して需

要を喚起し０７年の食事代替食品市場を拡大したと見込まれる。 

食事代替食品は、一定期間通常の食事と置き換えれば効果が出易いだけに、ダイエット市場の安定した成長という意

味でも期待がかかる。ただ、継続利用を促すには商品バリエーションが不可欠で、フレーバーの多様化と商品カテゴリ

ーの広がりが急速に進み、アイテム間のみならずブランド間・カテゴリー間での需要シフトが激しさを増している。ユ

ーザーニーズに的確に対応したスピーディーな商品開発が求められる。 

栄養バランス食品トップの大塚製薬は０６年に発売した「ソイジョイ」が積極的な広告宣伝活動で急激に売上を伸ば

し、ロングセラーブランド「カロリーメイト」も引き続き好調で、０７年は大幅な増加が見込まれる。 

サニーヘルスは、カウンセリング販売で圧倒的な強さを誇ってきたが、相次ぐ低価格商品の投入と明らか食品分野へ

の需要流出により苦戦を強いられている。主力のシェイクタイプ（ドリンクタイプ）の落ち込みで０７年も大幅な減少

推移となる見込み。 

●メタボリック関連市場  

２００７年見込 ３,８３３億円 (前年比101.7％） ２００８年予測 ３,８８３億円 08/06年比３.０％拡大 

メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）に対する関心度は急激に高まっている。内臓脂肪型肥満に高血糖、高

血圧、高脂血症のうち二つ以上を併発した状態をいい、厚生労働省の「平成１６年度国民健康・栄養調査」によれば、

４０～７４歳の男性で２人に１人がメタボリックシンドロームもしくはその予備軍と推定される。 

対応する健康美容食品（Ｈ・Ｂフーズ）の調査対象としては生活習慣病予防とダイエット成分領域が以前から存在し、

大規模市場を形成していた。生活習慣病予防市場としては、黒酢・香醋、ジアシルグリセロール、カテキン、コエンザ

イムＱ１０、中鎖脂肪酸など主要１１成分を、ダイエット市場としては、カロリー調整食品、プロテイン、食物繊維･

マンナン、新甘味料など主要７成分を調査した。 

食生活の見直しなど生活習慣改善意識が高まり、ニーズが拡大する一方、その受け皿となる特定保健用食品などの商

品提案が活発化し、市場は２０００年代前半まで好調な増加ペースで推移した。カテキンやコエンザイムＱ１０などブ

ーム的に需要を拡大させた成分が、２０００年代半ば頃から急激な減少に転じ、販売規模が大きかっただけにその影響

は大きく、市場全体としても減少を続けることになった。 

０７年は、シェイクタイプのカロリー調整食品からスープ、麺類など食事型カロリー調整食品への需要シフトや、サ

ントリー「黒烏龍茶」がヒットし、カテキン飲料の需要を奪うなど、カテゴリー・成分間の需要変動はあるものの、メ

タボリック関連市場全体としては、前年実績を上回ったと見込まれる。 

０８年４月には特定健診とその結果に基づく特定保健指導が義務化されることになり、消費者のメタボリックシンド

ロームに対する関心は更に高まると見られる。サントリー「黒烏龍茶」のヒットはすでにこの恩恵を受けており、参入

各社も活発な動きを見せている。様々な商品、分野おける需要争奪戦が繰り広げられるであろう。 

この市場の核となるダイエット市場は若年女性層が中心であるのに対し、メタボリック対応は４０歳以上の男性層が

ターゲットとなる。商品政策や販促施策、情報提供施策などに関しては従来の手法が通用しにくいと考えられ、新たな

るマーケティング戦略の構築が課題となる。 

黒酢・香醋は、健康食品の「やずやの香醋」が積極的な広告展開により売上を伸ばしたことと、機能性の高い伝統食

材としての認知が高まり販売規模を拡大したが、黒酢自体に対する需要が縮小しつつあり、０７、０８年と減少傾向が

顕著となると見込まれる。 

ジアシルグリセロールや中鎖脂肪酸は、健康油関連の特定保健用食品関与成分であり、中性脂肪や体脂肪抑制を謳っ



                                                                                   

 

たメタボリック対応商品として定着しており、販売も安定している。 

ウーロン茶重合ポリフェノールはサントリー「黒烏龍茶」のみの実績であり、積極的な宣伝活動により商品・機能認

知を一気に高めたことに加え、メタボリックシンドロームへの関心の高まりという追い風もあり、急激に販売規模を拡

大している。 

以上 

 

＜調査の概要＞ 

＊健康美容食品（Ｈ・Ｂフーズ）の定義 

健康美容食品（Ｈ・Ｂフーズ）は、健康（Health）の維持増進・回復の目的や美容（Beauty）目的で飲食する食品。

即ち、何らかの効能・効果（機能性）を期待できる食品及び期待されるイメージをもつ食品。また、法的区分上、医

薬品・医薬部外品扱いのものは対象としない。 

＊健康美容食品（Ｈ・Ｂフーズ）の分類 

  全体を、健康志向食品と機能志向食品の２つに分野に分けて､健康志向食品では､機能よりも味覚を重視した商品を､

機能志向食品では､味覚より機能を重視した商品を集計して分析した｡さらに２分野を以下のように４つに区分した｡ 

（１）健康志向食品 

①明らか食品：一般加工食品と呼ばれる「通常の形態をした、日常的に食べられる食品」に機能成分を添加、強化し

て、商品の機能性を訴求する食品群を対象。 

②ドリンク類：明らか食品のうち、飲料分野に属するものは、医薬品／新・医薬部外品のドリンク剤と区分するため

に、本資料では食系ドリンクと呼称するものを対象。 

なお、特定保健用食品は、その食品を含む効能分野ごとに分析を行った。 

（２）機能志向食品 

③健康食品：（財）日本健康・栄養食品協会で定めるＪＨＦＡ規格品に、規格外の健康食品でも違法性が明らかな成

分を使用していないものも加える。 

④シリーズサプリメント：健康食品のうち、単品の中心価格帯が２,０００円以下で、ビタミン・ミネラル類を中心

にアイテムを各種取り揃えた健康食品（剤型は医薬品形状が主体）を「シリーズサプリメント」と呼称する。 

＜調査方法＞ 

当社専門調査員による参入企業、関連業界などへの直接ヒアリングをベースに、各種公的データ、既存刊行資料を参考

にして分析｡ 

＜調査実施期間＞  ２００７年１２月～２００８年２月 

＜調査対象企業数＞  関連企業 約２００社 

＜調査対象＞  １９効能分野 

1.滋養・強壮 2.肝機能改善 3.美肌効果 4.整腸効果 5.ダイエット 6.生活習慣病予防 7.免疫賦活作用 8.血

行促進 9.栄養バランス 10.骨強化 11.覚醒効果 12.貧血予防・改善 13.のどの不快感除去 14.虫歯予防  

15.エチケット 16.視覚改善作用 17.マルチバランス 18.ホルモンバランス 19.リラックス 
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